
 

令和５年度第２回本庄市総合教育会議 次第 

 

 
   日 時：令和５年１０月２６日（木） 

午前１０時～       
 

場 所：早稲田リサーチパーク・ 
コミュニケーションセンター 
Ｎ４０６研究開発室  

 
 
１．開  会  
 
 
 
２．市長挨拶  
 
 
 
３．教育長挨拶  
 

 

 

４．議  題 

 

ふれあい教室について（意見交換）    資料１  

別紙資料１～３  

 

 

 

 
 
５．そ の 他 

 

 

 

６．閉  会  
 
 
 
 
                                                                 
【配布資料】  
資料 1：本庄市教育支援センター「ふれあい教室」について  
別紙資料 1：【Ａ４版パンフレット】本庄市教育支援センター「ふれあい教室」  
別紙資料 2：ふれあい教室について（教師用）  

別紙資料 3：【Ａ３版パンフレット】本庄市教育支援センター「ふれあい教室」  
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令和５年８月移転本庄市教育支援センター「ふれあい教室」について 

 

１ 経緯について 

【１９９８年】 

本庄市教育支援センター「ふれあい教室」を、旧勤労会館２階に設置 

 

⇒その後、平成２７年（２０１５年）には、今後の本市における公共施設のあ

り方を検討する中で、旧勤労会館は長寿命化改修を行わないこととなったた

め、教育環境向上を鑑み、移転先について本庄市及び美里町、神川町、上里

町において検討を開始 

 

【２０２２年】 

＜９月＞ 

本庄市より早稲田大学本庄プロジェクト推進室に、移転先について相談 

候補地として、早稲田大学本庄キャンパス９０－３号館（共通教室棟）の提案 

＜１０月＞ 

本庄市教育委員会とふれあい教室の相談員及び指導員とで現地確認 

 ＜１２月＞ 

 本庄市及び美里町、神川町、上里町で移転先について協議 

 

【２０２３年】 

 ＜６月＞ 

本庄市及び美里町、神川町、上里町それぞれにおいて、議会で承認 

⇒早稲田大学本庄キャンパス９０－３号館の使用について、早稲田大学と本

庄市で契約を結ぶ 

 ＜８月＞ 

旧勤労会館から、早稲田大学本庄キャンパス９０－３号館へ移転 

⇒２８日（月）より使用開始 

 

 

 

 

 

資料１ 
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２ 施設について 

 

【移転前】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賃

貸

物

件 

施設名称 旧勤労会館 

施設番号及び面積 ２階（２４７．３７㎡） 

所在地 埼玉県本庄市小島南１丁目 

建物構造 鉄筋コンクリート造２階建 

 

 

 

 

ふれあい教室 
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【移転後】 

 

賃

貸

物

件 

施設名称 早稲田大学本庄キャンパス９０－３号館（共通教室棟） 

施設番号及び面積 ２０１室（３６㎡）、３０１室（７２㎡） 

所在地 埼玉県本庄市栗崎２１４番地 

建物構造 鉄筋コンクリート造３階建 

※体育館については、１時間の使用料金を月ごとにまとめ、支払う。 

 

【契約期間】 

始期 ２０２３年８月１日から 契約期間 

２年８ヶ月 終期 ２０２６年３月３１日まで 

 ※今後については、３年ごとに契約を結びながら、更なる教育環境の向上が図ら

れる立地条件や建物等があれば、移転を検討することも考えられる。 

３ 経費について 

 人件費、賃貸費、使用料、通信費等を１市３町で負担をしている。 

 

４ ふれあい教室の現状について【別紙資料１・２・３参照】 

ふれあい教室 
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１ 開 設 日 時 

 （１）学  期 1 学期・2 学期・3 学期 

（学校の学期に準ずる） 

 （２）休  日 学校の休業日、及び祝日  

 （３）開室日時 月曜日から金曜日、 

午前 9 時 30 分 

～午後 2 時 30 分 

（４）その他  給食はありません 

        弁当を持ってきてください 

 

２ 日 課 （基本的な日課） 

９：３０～ ９：４０ 朝の会 

 ９：４５～１０：３０ 第 1 時（学習） 

１０：３０～１０：４５ 自由時間 

１０：４５～１１：３０ 第 2 時（学習） 

１１：３０～１２：００ 清掃・自由時間 

１２：００～１２：５０ 昼食・レクリエー

ション 

１３：００～１４：１５ 第 3 時（体育） 

１４：２０～１４：３０ 帰りの会 

３ 通級するにあたって 

(1)服装や持ち物については、制服や学校で  

決められたものが基本です。 

(2)運動は体操服・上ばきで行います。 

(3)家族による送り迎え及び自転車による通

級等事情に合わせた通級方法を認めます

が、事故には、十分注意するとともに寄り

道はしないようにして下さい。 

(4)遅刻・欠席等については必ず電話連絡を 

して下さい。指導に従うのが難しい場合

は、通級について再度相談します。 

 

住所：本庄市栗崎２１４ 

 早稲田大学本庄キャンパス 90-3 号館 

電話：０８０－８４７４－２０９１ 

開設：毎週月曜日～金曜日 

 

ふれあい教室は

（１）無  料 

  相談や通級に当たって無料です。ただし、

児童や生徒が使う教材等について、場合によ

っては学校と同様に有料のものもあります。 

（２）秘密厳守 

  個人のプライバシーや秘密については、堅

く守られます。 

（３）出席扱い 

  ふれあい教室に通級した日は出席扱いとな 

ります。 

別紙資料１ 
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ふれあい教室に通って             

私がふれあい教室に見学に行った時はふれあい教室という所のイメージもまったくわかな 

くて、緊張していました。先生はどんな先生がいるのだろう、生徒さんとは仲良くできるか 

な、自分が元気になれるかな、と不安でした。だけどふれあい教室に行ってみると先生方が明 

るい笑顔で迎えてくれ、とても明るい表情で「こんにちは！」と言ってくれて、大変安心でき、 

うれしかったことを覚えています。生徒の方もとても優しくて、すぐに緊張が解けて、最初か 

ら最後まで見学することができました。それからほぼ毎日ふれあい教室に通うようになって、 

親からも元気になったね、笑顔が増えたと言われることが多くなりました。自分ではまったく 

気づかないけれど、だんだん元気になってきていると言われて、自分でもうれしく安心した気 

持ちになりました。ふれあい教室に通うようになって家でも明るくなってきて周りの人も喜 

んでくれてとてもうれしくなりました。ふれあい教室に通うことで、勉強や運動もできてとて 

も健康的に過ごすことができました。友だちもできてとても毎日楽しくなりました。違う学校 

の子との話に共感できたり、好きなアニメ、曲などいろいろ話せて、毎日ふれあい教室に行く 

のが楽しみになりました。 

 

（地図） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

マリーゴールドの丘公園 

株式会社カインズ 

本庄早稲田リサーチパーク 

西光山宥勝寺 

東谷古墳 

JR 本庄早稲田駅 

早稲田大学本庄 

セミナーハウス 

ふれあい教室 

本庄寄居線 

美里方面へ 

本庄方面へ 花園本庄線 
本庄駅へ 

テニスコート 
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１ 目的  

不登校児童生徒の学校復帰を目指します。そのため心理的支援と学習支援を行います。  

 

２ スタッフ、活動および入級の状況  

  ○スタッフ  相談員１名  カウンセリングなど心理的支援を行います。 

指導員２名  ５教科を中心とした学習支援、体育の指導を行います。 

○活動    午前は２時間の個別学習、午後は卓球を中心とした体育 

★学校復帰率は８０％でとても高くなっています。令和４年度は１８人が学校復帰しました。全日制高

校、通信制高校等に進学しています。 

 

３ ふれあい教室の特色 

（１）心理アセスメント（様々な視点から生徒を理解すること）を重視します 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図１は、ふれあい教室に入級した児童生徒に不登校のきっかけ・理由について尋ねた結果です。（令和

１～４年度 70 名）「友達のこと・いじめ」、「身体の不調・病気・障害」、「勉強がわからない」、「理由が

自分でわからない」「先生のこと」の順で多くなっています。これは過去に国で実施した結果と同じよう

な傾向を示しています。 

ふれあい教室について（教師用） 

小３ 小４ 小５ 小６ 小学計 中１ 中２ 中３ 中学計 合計 市内小 市内中

1 令和４年度 1 2 1 4 6 8 4 18 22 3 14

2 令和１～４年度合計 2 3 9 5 19 15 19 17 51 70 11 44

3 上記２のうち学校復帰者数 1 1 8 4 14 10 15 17 42 56

全国との比較
1 全国適応指導教室の平均
2 ふれあい教室

主な進学先
　深谷高校、児玉高校、万場高校、正智深谷高校、N高校、KTC、飛鳥未来きずな高校、第一学院高校他

73.7% 82.2% 80.0% 3 18 6

職員１人あたり生徒等数

41.9% 34.7% 36.1% 4.7 16 3.4

　ふれあい教室入級者（Ｒ１～Ｒ４年度）

学校復帰率(小) 学校復帰率(中) 学校復帰率（小中） １施設あたり職員 1施設あたり生徒等数

別紙資料２ 

友達のこと・いじめ

39%

先生のこと

7%

勉強がわからない

11%
部活動の問題

2%

入学・進級・

転校

2%

学校生活とあわない

7%

身体の不調・病

気・障害

23%

生活リズムの乱れ

1%

理由が自分でわからない
8%

不登校のきっかけ・理由
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ふれあい教室では、不登校のきかっけや理由をていねいに聞き取り、必要に応じて心理テストを行い、

不登校児童生徒を多面的に捉え、問題を理解していきます（心理アセスメント）。例えば、不登校の児童

生徒の不登校のきっかけや理由に応じて、学校復帰への見通しを立て（見立て）て、学校と協力しながら

取り組んでいきます。 

 

（２）ふれあい教室では、自己肯定感をはぐくみ、自己決定を促していきます 

・自己肯定感の育成するために、ほめて伸ばすことを大切にしています。 

・進路への意識を高め、社会的な自立を図るために、自己決定を重視しています。           

・学習面では、国語、数学、英語、理科、社会を中心に個別学習で行います。できないところをさかのぼ

って、学習をはじめます。子どもたちはわかりやすいと言います。 

・卓球などのスポーツ活動や行事（七夕、ハロウィン、親子卓球大会等）で体を動かしたり、生活のリズ

ムを整えたり、人間関係を学びながら、成長を促します。 

 

通級した児童生徒のＡさん 

 自分があまり勉強していなかったことなどをはじめからきちんと教えてもらい 

ました。数学でわからない式がとけるようになり、また ALT の先生が来て教えて 

くれたので英語がスラスラ読めるようになりました。英語が好きになりました。 

また、ふれあい教室に通うことによって朝早く起きるといった規則正しい生活 

ができるようになりました。僕は家ではあまり勉強ができず提出物が提出日に間 

に合わなかったりしたけれどふれあい教室に行くことによって提出物にきちんと 

取り組むことができ、提出物が出せるようになりました。 

高校受験では、ふれあい教室で面接の練習をしたことによって、高校に 

合格することができてよかったなと思いました。 

 

（３）学校復帰のために段階的に支援を行い、また学校とふれあい教室とのシナジー 

（共同・協力による相乗効果）を図っていきます 

・カウンセリングや日ごろの声かけを通して、子どもの学校復帰への意識を高めます。 

・子どもたちは適応指導教室に定期的に通えるようになると充実感を感じるようになります。そし

て次の段階として、学校への部分的な登校（相談室等）、学校復帰と進んでいきます。 

・相談員によるカウンセリング・三者面談、学校と保護者・生徒の面談、ふれあい教室相談員と学校

の話し合いなどにより、復帰に向けた協力体制を作っていきます。 

 

児童生徒の担任のＢ先生の感想 

 登校がむずかしい生徒でも温かく迎えてくださるおかげで、登校意欲につながっていました。不登校

生徒の実態が普段は把握しづらい部分がありますが、ふれあい教室での詳細を聞くことができました。 
学校とは、違う視点から指導してくださるので、こちら（学校）の指導が入りやすくなりました。ふれ

あい教室の関わりや情報をもとに、保護者との連携がしやすくなりました。生徒自身の気持ちが不安定

の中、常に支えていただき、最後まで進路選択につながりました。 
学校に対する苦手意識がある生徒に登校刺激をするのはむずかしく、その意識が少しずつ緩和できた

のも、ふれあい教室の先生方によるたくさんの愛のある声かけ、寄り添いのおかげだと感じています。 

生徒の卒業制作 



 

【 ふれあい教室指導員 】 

教科書やコンピュータを使っての学習や、工作園芸など一緒に楽しみましょう。野外活

動やスポーツなど、いろいろな体験活動も計画しています。また、心配なこと・気になるこ

とがありましたら、小さなことでも気軽に相談して下さい。 

【さわやか相談員 】 

児玉郡本庄市内の小・中学校に配置されているさわやか相談員さんたちが、必要に応

じて通級するお子さんを支援するために来てくれます。 

【 埼玉県スチューデントサポーター・学生ボランティア 】 

  みなさんといっしょに勉強や運動をして下さる、楽しくてやさしいボランティアさん

たちです。 

【 ふれあい教室相談員 】 

お子様のことで気がかりなことやお困りのことがありましたら、話し合える相談室へお

いで下さい。 

＜相談内容＞ 

（１） 学校でのこと （２）性格や行動のこと  

など、その他教育に関することや困ったことや悩みごとなどの相談を受けます。     

どうしたらよいのかを一緒に考えます。 

【 Assisitant Language Teacher（ALT） 】 

ALT さんたちが、通級するお子さんの英語の学習を支援するために、来てくれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【住所】 〒３６７−００３２  

埼玉県本庄市栗崎２１４ 早稲田大学本庄キャンパス９０−３号館 

【電話】 ０８０－８４７４－２０９１ 
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【
相
談
活
動
】 

【
渉
外
】 

【
児
童
・
生
徒
の
指
導
】 

目  的 

 児玉郡市内の小中学生のうち、不登校などの理由により長期間にわたり学校

を欠席している児童生徒が、ここで個別的な支援を受けることにより、再び学

校へ登校しようとする意欲を喚起することを目的としています。 

指 導 目 標 

（１）自己実現のために積極的に行動できる児童生徒の育成 

（２）体験活動を通しての自立心・社会性・協調性の涵養 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教 育 相 談 

ふれあい教室相談員 ふれあい教室指導員・準指導

員 

ア 

保
護
者
の
教
育
相
談
対
応 

イ 

児
童
生
徒
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ 

ウ 

関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整 

エ 

生
活
習
慣
と
社
会
性
の
育
成 

オ 

学
習
活
動
と
運
動
等 

カ 

人
間
関
係
作
り 

 ふれあい教室入級手続き 

（１）在籍する学校へ相談します。 

（２）学校を通してふれあい教室と連絡を取り、

面談日を決定します。 

（３）ふれあい教室の見学及び相談員と面接相談

を行います。 

（４）入級願いを学校に提出し、教育委員会の許

可があった後、通級開始となります。 

 
個人のプライバシーや秘密は守られます。 

 電話相談…℡   080（8474）2091     

月曜～金曜 午前９時～午後２時３０分 

まで 

 面接相談…電話での予約が必要です。そのときに 

相談日を決定します。 

 相談内容…子育ての悩み･不登校等お気軽にご相談 

下さい。 

 

ふれあい教室は、

（１）      相談や通級に当たって無

料です。ただし、児童や生

徒が使う教材等につい

て、場合によっては学校

と同様に有料のものもあ

ります。 

（２）       個人のプライバシーや

秘密については、堅く守

られます。 

（３）       ふれあい教室に通級した 

日は出席扱いとなります。 

無  料 

秘密厳守 

出席扱い 

  

相
談
に
よ
る
一
人
一
人
の 

悩
み
へ
の
対
応 

  

各
小
中
学
校
・
教
育
委
員
会
・ 

教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
連
絡 

ふ れ あ い 教 室（心の居場所） 

 

 

 

日
常
的
な
悩
み
を
気
軽
に
相
談 

 

で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
人
と
の
ふ
れ
あ
い 

面接相談と 

一人一人の 

状況によっ

て、通級時

間や教室で

の学習等を

決めます。 

  

通
級
時
間
及
び
生
活
時
間
の
習
慣
化 

 

ふ
れ
あ
い
教
室
と
社
会
と
の
接
続
を 

目
指
し
た
様
々
な
体
験
活
動 

 
清
掃
活
動
・
係
の
仕
事
等
ふ
れ
あ
い
教 

室
で
の
役
割
分
担 

  

自
主
的
な
学
習
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を 

活
用
し
た
学
習
、
指
導
員
の
支
援 

 

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
バ
ス
ケ
ッ
ト 

ボ
ー
ル
等 

 

調
理
・
手
芸
・
工
芸
・
園
芸
等
一
人
一 

人
の
興
味
や
関
心
に
応
じ
た
活
動 

 

（４） 日 課 （基本的な日課） 

９：３０～ ９：４０ 朝の会 

 ９：４５～１０：３０ 第 1 時 

１０：３０～１０：４５ 自由時間 

１０：４５～１１：３０ 第 2 時 

１１：３０～１２：００ 清掃・自由時間 

１２：００～１２：５０ 昼食・レクリエーション 

１３：００～１４：１５ 第 3 時 

１４：２０～１４：３０ 帰りの会 

（５）通級児童生徒のみなさんへ 

 服装や持ち物については、制服や学校で 

決められたものが基本ですが、相談に応じ

ます。 

運動は体操服・上ばきで行います。 

 家族による送り迎え及び自転車による 

通級等、実情に合わせて認めますが、事故に

は十分注意するとともに寄り道はしないよ

うにして下さい。 

 遅刻・欠席等については必ず電話連絡を 

して下さい。 

 その他の決まりは学校と同じです。職員の 

  指導に従うのが難しい場合は、通級につい 

て再度相談します。 

開 設 日 時 

 （１）学  期 1 学期・2 学期・3 学期 

（学校の学期に準ずる） 

 （２）休  日 学校の休業日、及び祝日  

 （３）開室日時 月曜日から金曜日、 

午前 9 時 30 分 

～午後 2 時 30 分 

 

ゆっくり歩けば、遠くへ行ける。 
明るい未来が待っている。 
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